
令和３年産も出荷契約に基づいた米の出荷をお願い致します。 
 

 JAに出荷いただくお米について、担い手農家のみなさまの農舎
までJAが集荷に伺います。JA営農経済センター、またはTACまで
お気軽にお声かけください。 
 

※今年度から担当職員の労働環境改善のため、庭先集荷のご依頼に対する 
 電話対応、および集荷作業対応を下記の通りとさせていただきます。 

 集荷受付および集荷作業時間： 
  月曜日から土曜日 午前8：30～午後5：00まで 
 
 

担い手農家・農業法人・集落営農組織むけ情報誌 

お時間がある時にご覧いただきますようお願い申し上げます。 

03.08. 

営農振興課 
ＴＥＬ  ７８－２４１５ 

Ｖｏｌ．６ 

水稲生育情報 

 水稲の生育は、7月中旬の梅雨明け以降の高温の影響もあり、やや遅れて

いた生育が平年並みまで回復しています。今後、気温の高い日が続くと登熟
期間が短くなりますので、収穫が遅れないよう出穂後30 日を過ぎたら収穫に
取り掛かれるよう準備をしましょう。 

生育状況と収穫適期 

庭先集荷について 

収穫時期の目安 

田植時期 出穂期
収穫適期予想
（登熟期間32～34日）

みずかがみ
4月下旬～
　 5月上旬

７/22頃 8/23頃～

5月上旬 7/29頃 8/30頃～

5月中旬 8/2頃 9/3頃～

※気温の推移や稲体の栄養状態等により成熟期の遅速があるので、
ほ場で籾の黄化率を確認してから刈取り作業を行いましょう。

コシヒカリ

   湖北農業農村振興事務所農産普及課 稲作情報No.７より 



ノンブラスフロアブル 

 ８月中～下旬にかけて降雨が多く非常にいもち病が発生しやすい条件になっ
ています。今後出穂期を迎える中生および晩生品種では、穂いもちの発生が
懸念されます。そこで、ほ場を見て回り、いもちの発生が認められたほ場では、
適期に防除しましょう。  

いもち注意報発令中！！ 

 治療効果と予防効果を兼備し、適期幅が広く残効性に優れています。 

 散布後、速やかに稲体内に浸透しますので、降雨による影響が少な
く、散布後の急な降雨や、降雨のあい間の散布でも防除効果を発揮し
ます。 

このような症状が見られたら防除をおススメします！ 

ごま葉枯病 稲こうじ病 いもち病 

お買い求めの際は営農経済センター・各営農経済係までご連絡下さい！ 



 コンバイン作業事故にご注意下さい！ 
コンバインによる事故は、以下の3点が多く発生しています。 

収穫時期が近づいたら田んぼに入って、
籾の黄化を確認しましょう。 
●籾黄化率５０％で、収穫７日前 
●籾黄化率８５～９０％ 
(みずかがみは９０％)で、収穫適期 

収穫時期の判断 

 落水時期の目安は収穫の５日前です。 

 白未熟粒や胴割粒の発生を防ぐため、収穫に支障のない範囲で、できる限り
落水を遅らせましょう。 

収穫までの水管理 

収穫作業時の事故防止 

 ☑圃場内・移動中の転倒・横転 
   圃場の進入・脱出時は特に注意 
   運転席から見えないところには 
   特に注意しましょう。 

  ☑整備中の事故 
  点検・整備時は必ずエンジンを止めましょう 

    カバーを外したままの使用は危険です。 

  ☑巻き込まれ 
  手こぎ時はだぶつく服装は巻き込まれやすい！ 

    ぴったりした手袋・服装で作業しましょう。 

上から３～４本目の枝梗につく籾が全て黄
化した頃 

収穫直前の入水は、できるだけ遅くまで、また
間断灌漑をすることで、圃場を固めながら品質
向上につながるのか。 

https://2.bp.blogspot.com/-NbggQTxzlUM/W6XJPfrqsBI/AAAAAAABPBo/zBCJwJDY0N8V-tDokoAl0kyEIFKYYEiRQCLcBGAs/s800/nouka_man1_smile.png


水稲収穫後から次年産大麦の栽培は始まっています 
～早めの排水溝設置で適期は種を目指しましょう～ 

 水稲収穫後は、次年産大麦の栽培に向け、以下を参考に大麦播種の準備を始めましょう。
早めの準備で、適期播種がやりやすくなります！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大豆【今後の管理】 

干ばつ時のうね間（明渠）かん水（莢数確保と青立ち防止） 

 大豆は生育中期以降になると水分を多く必要とします。 
 開花期に土壌水分が不足すると莢の付きが悪くなって減収を招くばかりか、 
 大粒率や百粒重も低下します。 

 開花期以降に晴天が1週間程度続けば、うね間かん水を行います。 

病害虫防除 

防除時期 薬剤名 散布量 対象病害虫 

８月中旬 トレボン粉剤DL 4㎏ 
ｶﾒﾑｼ類、ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ、ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ 
ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼなど 

８月下旬 スミチオンベルクート粉剤DL 3㎏ ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ、ｶﾒﾑｼ類、紫斑病 

９月上旬 スミチオンベルクート粉剤DL 3㎏ ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ ｶﾒﾑｼ類 紫斑病 

９月中旬 ロムダン粉剤DL 4㎏ ハスモンヨトウ 

○大豆は子実害虫の食害による減収や品質低下が著しいため、薬剤防除は必要不可欠な作業です。 
○莢が付き始める8月中旬から9月中旬にかけて10日おきに4回の薬剤防除を徹底します。 
○薬剤の散布には専用噴頭を用いるなどして葉の裏や莢に薬剤が十分かかるようにします。 

（10aあたり） 

○早めの額縁排水溝の設置 

○排水溝の設置 

 田の乾湿に合わせて、排水溝の間隔を決め（排水の悪い
ほ場では畦幅を狭く）、畦面や排水溝に水たまりが出来ない
よう表面排水を行います。また、必ず排水溝を排水口までつ
なげます。 

○土づくりの実践（石灰質資材等の施用） 

 粒状苦土石灰（100kg/10ａ）を必ず施用します。土壌pHの目標値は6.5になります。 

水稲収穫後、早めに額縁排水溝を設置し、中干し溝と併せてほ場を乾かします。 

また、コンバイン収穫で荒れているほ場の上下は出来るだけ均平作業を行ないます。 

大麦【令和４年産大麦の栽培に向けて】  



大豆栽培における雑草対策 

除草剤紹介 

作物名 適用雑草名 使用時期 
使用
回数 

10aあたり使
用薬量 

10aあたり希
釈水量 

使用方法 

だいず 
一年生イネ科

雑草(スズメノカ
タビラを除く) 

雑草生育期 
(イネ科雑草の3～10葉期) 

収穫30日まで 
1回 200～300mℓ 

通常散布 
50～100ℓ 
少量散布 
25～50ℓ 

雑草茎葉散
布又は 

全面散布 

 今年「里のほほえみ」「ことゆたかＡ１号」を種取りをされる方へ 
 お知らせします！ 

 上記２品種については、選別網の網目が７．９ｍｍ(エンレイと
同じ)になります。現在オオツル用の選別網８．５ｍｍしかお持

ちでない方は収穫までにご用意をお忘れなく！ＪＡ選別機を利
用される方につきましては、コンタミ防止のため選別機の利用
予約時にどの品種を選別するかお知らせください！ 

大豆の無選別調整での本乾燥施設出荷について紹介 

①乾燥 
②選別 
③袋詰め 
④搬入 

刈り取った大豆を水分１３．０％以下まで乾燥していただき施設搬入！ 

煩わしい作業から解放されませんか？ 

施設搬入のため、選別・袋詰めの作業がなくなります！ 

現状 乾燥大豆搬入 

①乾燥 
 

②無選別調整での搬入    

 現在ＴＡＣを通じて取組の利用意向調査を実施しています！利用を希望さ
れる方、興味がある方は各地域のＴＡＣ担当までお問い合わせください！ 

皆様のお声をお
聞かせください！ 

大豆の種取をされる方へ 

https://1.bp.blogspot.com/-3_xOYiXv_l0/V6iH-1YeHxI/AAAAAAAA8-s/MbuUiblCFt4e7lqGyCYt0EcKX-BtJQFrgCLcB/s800/kouji_furekon_bag.png
https://3.bp.blogspot.com/-2tShvQZCPwg/VP6LnmKgZpI/AAAAAAAAsMI/EQzg_wigyN0/s800/kafun_sukkiri.png
https://4.bp.blogspot.com/-7ttVjO_cMI8/Wc8fYqJjPJI/AAAAAAABHFQ/C20kJhZY1kUeayzuX_4pxrjJ3R8WxVmPACLcBGAs/s800/car_kei_truck.png


①令和４年産のコメ買取価格に”土力UP加算金”を設けます！ 
 ※令和４年産北びわこ生産基準米の栽培面積のうち、要件を満たす 
  土づくり肥料を基準量以上施用した面積×8.5俵を上限として、 
  北びわこ生産基準米の出荷１俵につき３００円を加算します！ 
②”土づくり”をタイプ別に提案します！ 
③散布作業請負もいたします（1,100円(税込)/10a）。 
  散布する手間がない方はＪＡにお任せください！ 

土づくり肥料を積極的に施用しましょう！ 

 好評につき令和４年産も“土力ＵＰチャレンジ”
を継続して実施します！

令和４年産水稲に向けた土力ＵＰチャレンジについて 

土壌分析 
 管内の担い手農家を対象に、無料で土壌分析を行っております。 
 近年、水稲の収量・品質低下の原因の一つには、地力の低下が考えられます。ご自身の水田土壌の状
態を調べ、不足している養分を補う事が収量・品質向上の第一歩です！ 
資材投入を機に土壌分析をご希望の方は、お気軽に各担当ＴＡＣまでご相談ください！! 
 
対象者 

  担い手農家（認定農業者、農業法人及び集落営農組織） 

分析点数 

担い手あたり５点までとします。（５圃場） 

土壌分析基本項目 

  水 田：ｐＨ、ＣＥＣ、りん酸、石灰、苦土、加里、けい酸 

  その他：ｐH、EC、CEC、硝酸態窒素、りん酸、石灰、苦土、加里 

施用する土づくり肥料の
種類を迷っておられる方、
一度土壌分析をされては
いかがですか？ 

・不足成分に特化して補いたい 
・特に品質の向上を狙いたい 

・複年で転作に取り組んでおり、 
大麦や大豆の収量も高めたい 

《ク熔性リン酸・苦土・ケイ酸・アルカリ分をバランスよく含む総合的な土づくり肥料！》 

《管内で不足しているケイ酸と加里の吸収効率を高めた土づくり肥料！》 

《腐植酸と有機物の効果で地力窒素を向上させ土壌のバランスを改善する肥料！》 

タイプ おすすめ肥料 

リン酸・ケイ酸・アルカリ
を保証する肥料 

ケイ酸・加里を保証す
る肥料 

牛フン堆肥を濃縮した肥料 
または 

牛フン堆肥1ｔ/10a以上 

資材要件 

・バランスよく土づくりをしたい 
・複年で土壌養分を改善したい A 

C 

B 


